



Children Imprisoned in Poisoned Gardens :
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反語的意味合いを含みながらも、“Was this garden, then, the Eden of the present world?” との問いかけが
なされ、更にラパチーニ博士はエデンの園の主であるアダムに喩えられている｡10 エデンの園には蛇が付
き物であるが、ラパチーニの楽園にも蛇は欠けていない。彼は庭の草花の手入れをする際、まるで
“deadly snakes, or evil spirits”（96）の間を歩いているかのような警戒感を示している。また事実、庭の
草木は地面を “crept serpent-like” して、庭園に置かれた彫像に “wreathed itself”（95）したり、庭への
隠された入口に “wreathed its tendrils”（109）するなどしている。庭には蛇だけでなく、同じ爬虫類仲間














に汚染されている。そのことは、ビアトリスが彼に投げかけた、“ʻOh, was there not, from the first, more
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ヴァンニに救いの手を期待するのに等しい。彼女が、“ʻThere was an awful doom . . . the effect of my
fatherʼs fatal love of science̶which estranged me from all society of my kind. Until Heaven sent thee,










































































のとして描かれているのは、その作者の偏見の表れであるという｡14 あるいは Edward H. Rosenberry の
見解によれば、バリオーニとラパチーニという二人の科学者のライバル関係は、旧来のアカデミックな科

























ンの妻ソフィア (Sophia)とその父ナサニエル・ピーボディー (Nathaniel Peabody)は同毒療法の熱烈な
信奉者であった。ソフィアは長らく慢性の激しい頭痛に悩まされてきたが、逆症療法のせいで何度も死に
かけた経験があるという。同毒療法による治療を行う際には、トリカブトや毒人参といった植物の毒が少
量用いられた｡19 これは作中にラパチーニの治療法を述べて、“ʻIt is his theory, that all medical virtues are









物に並々ならぬ関心を抱いていたことが挙げられる。Grace Pleasant Wellborn の調査によれば、ホー






択されている｡22 また Jemshed A. Khan は、ホーソーンがとりわけ有毒植物に詳しい事実を指摘してい
る。『緋文字』に描かれている apple of Peru、deadly nightshade、dogwood、henbane などはいずれも毒


































































































































































































































































る。ビアトリスは作中で、ラパチーニの庭に咲く紫色の花の “the human sister”（97）と呼ばれており、
また彼女は紫の花に向かって繰り返し、“ʻmy sisterʼ”（97,102）と呼びかけている。そして彼女が毒の花
の咲く潅木を抱きしめる場面は、“Approaching the shrub, she threw open her arms, as with a passionate
ardor, and drew its branches into an intimate embrace ; so intimate, that her features were hidden in its









と企てる。それと悟ったバリオーニは、“ ʻ it is too insufferable an impertinence in Rappaccini, thus to













捉えて、Frederick C. Crews は、“the homesick and virginal Giovanni really wants to find a surrogate
mother or sister in Beatrice. . . .”（408）と論じている｡38 Crews はビアトリスを “surrogate mother or
sister” と呼んでいるが、ジョヴァンニは作中で、“conversing with Beatrice like a brother”（113）したと




を刺す。ラパチーニがビアトリスに対して、“ʻDost thou deem it misery to be endowed with marvellous
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チーニの近親相姦願望の表れであるとされる。なぜなら、“the ultimate horror of his marriage scheme for
Giovanni is that it will be, not just freakish, but vicariously incestuous.” だからである｡40 つまりラパチーニ
は自らの近親相姦の欲望を満たすため、ジョヴァンニを身代わりとして、ビアトリスと結婚させようとし
たのである。












面影を、ビアトリスに重ねる論者には、上述の Evans に加えて、Robert L. White、Don Parry Norford、
Kent Bales、Martin F. Kearneyなどがいる。その内、Evans、White、Kearneyの三人は、ホーソーンの
ベアトリーチェ・チェンチに関する主な取材源は、英国ロマン派の詩人シェリーの韻文悲劇『チェンチ一
族』 (The Cenci)にあるとしている｡42 ホーソーンがベアトリーチェに深い関心を抱いていたことは、『大
理石の牧神像』 (The Marble Faun)の作中にグイード・レーニ (Guido Reni)が描いたとされる彼女の肖像
画が登場し、その解釈をめぐって二人の女主人公が議論を交わすことなどからも知れる。
ホーソーンと近親相姦の関わりが論じられる際、『大理石の牧神像』と並んで、必ず採り上げられる作









刑に処された。これは当時有名な事件であったらしく、セイラムの年代記 (Annals of Salem)にもイラス
ト入りで記録に残されている｡43 この年代記は若き日のホーソーンのお気に入りの 1冊であった。








good looks and the uncle ʼs prolonged bachelorhood lead inevitably to suspicions that despite the boy ʼs
expressed dislike of sleeping with his uncle, an erotic attachment developed between them. The
relationship was almost certainly tinged with enough eros to encourage a passively feminine identification














































hope and dread kept a continual warfare in his breast, alternately vanquishing one another and starting up
afresh to renew the contest. Blessed are all simple emotions, be they dark or bright! It is the lurid
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